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（元. 5. 15 ）　　　館林市議会だより　（2）

人
事
案
件

▽
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
＝

教
育
長
の
吉
間
常
明
さ
ん
（
上

三
林
町
）
の
任
期
が
、
本
年
３

月
５
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る

こ
と
か
ら
、
後
任
に
小お

野の

定さ
だ
むさ

ん
（
大
島
町
）
を
任
命
し
た
い

と
し
て
、
地
方
教
育
行
政
の
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を

求
め
ら
れ
た
も
の
で
、
全
員
一

致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
が
、
本
年
３
月
11
日
を
も

っ
て
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
選
任
し
た
い
と
し
て
、

地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
同
意
を
求
め
ら
れ
た
も

の
で
、
全
員
一
致
で
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

条
例
の
改
正

▽
館
林
市
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
＝
市
長
等
の
給
料

に
つ
い
て
は
、「
館
林
市
長
等
の

給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
平
成
18
年
１
月
１

日
よ
り
、
市
長
に
つ
い
て
は

97
万
５
０
０
０
円
の
20
％
減
の

78
万
円
、
副
市
長
に
つ
い
て
は

82
万
５
０
０
０
円
の
16
％
減
の

69
万
３
０
０
０
円
、
教
育
長
に

つ
い
て
は
73
万
円
の
12
％
減
の

64
万
２
４
０
０
円
に
、
そ
れ
ぞ

れ
給
料
月
額
を
減
額
し
て
い
ま

し
た
が
、
本
年
４
月
25
日
を
も

っ
て
そ
の
特
例
期
間
が
終
了
す

る
こ
と
に
伴
い
、
館
林
市
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に

基
づ
き
、
給
料
の
額
を
市
長
は

89
万
円
に
、副
市
長
は
75
万
６
５

０
０
円
に
、
教
育
長
は
66
万
７

５
０
０
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
定

す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
特
別
職
の
職
員
の
退

職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
＝
市
長
等
の

退
職
手
当
の
支
給
割
合
に
つ
い

て
、
館
林
市
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
市
長

は
１
０
０
分
の
60
か
ら
１
０
０

分
の
45
に
、
副
市
長
は
１
０
０

分
の
35
か
ら
１
０
０
分
の
30
に
、

教
育
長
は
１
０
０
分
の
28
か
ら

１
０
０
分
の
25
に
改
定
す
る
た

め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
奨
学
資
金
貸
与
に
関

す
る
条
例
＝
奨
学
金
貸
与
の
申

請
に
必
要
な
保
証
人
２
名
の
居

住
要
件
を
、
こ
れ
ま
で
の
市
内

に
居
住
す
る
こ
と
か
ら
日
本
国

内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
に
改

め
る
こ
と
で
、
よ
り
利
用
し
や

す
い
制
度
に
す
る
こ
と
を
は
じ

め
、
規
則
で
規
定
し
て
い
た
学

業
成
績
証
明
書
の
提
出
を
条
例

に
明
記
し
て
厳
密
化
す
る
と
と

も
に
、
奨
学
金
の
全
部
ま
た
は

繰
り
上
げ
返
済
が
可
能
で
あ
る

こ
と
を
明
記
し
、
弾
力
的
な
返

済
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

本
条
例
の
全
部
を
改
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
＝
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
技
術

管
理
者
の
資
格
要
件
に
つ
い
て
、

新
た
に
制
度
化
さ
れ
る
専
門
職

大
学
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た

者
を
追
加
す
る
た
め
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
館
林
市
議
会
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
１
日
か
ら

19
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は
21
件
で
、
審

議
の
結
果
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
同
意
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
応
急
生
活
資
金
貸
付

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

＝
元
号
が
改
め
ら
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
た

め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
全
員
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
＝

国
民
健
康
保
険
の
財
政
運
営
主

体
で
あ
る
群
馬
県
が
決
定
す
る

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金

を
納
付
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

保
険
税
率
等
を
改
正
す
る
も
の

で
あ
る
。
保
険
税
率
に
つ
い
て

は
、
館
林
市
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
答

申
を
受
け
て
平
成
31
年
度
の
税

率
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
一
人
当
た
り
の
保
険

税
額
の
比
較
で
は
、
平
成
30
年

度
の
10
万
８
５
０
１
円
に
対
し
、

平
成
31
年
度
は
11
万
２
９
７
６

円
と
な
り
、
差
し
引
き
、
４
４

７
５
円
、
率
に
し
て
４
・
12
％

の
引
き
上
げ
等
を
行
う
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
市
営
住
宅
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
＝

本
会
議
の
あ
ら
ま
し

▽
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
＝
公
平
委
員
会
委
員
の

黒
岩
光
枝
さ
ん
（
堀
工
町
）
の

教育長
　小野　定 さん
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老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
２
棟
の

取
り
壊
し
に
伴
い
、
当
該
市
営

住
宅
の
戸
数
を
変
更
す
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
廃
止

▽
館
林
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
＝
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
は
、
勤
労
青
少
年
福

祉
法
に
基
づ
き
昭
和
62
年
４
月

に
勤
労
青
少
年
の
福
祉
の
増
進

と
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
赤
羽
公
民
館
と
の

複
合
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
た

が
、
少
子
化
等
に
よ
る
人
口
減

少
や
若
者
の
余
暇
の
多
様
化
等
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
利
用

者
の
減
少
及
び
根
拠
法
の
抜
本

的
改
正
に
よ
り
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
の
設
置
義
務
が
消
滅
し
た

こ
と
に
伴
い
、
そ
の
役
割
を
終

え
た
も
の
と
判
断
し
、
本
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
閉
館
す
る
た

め
、
本
条
例
を
廃
止
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

障がい者総合支援センター
の現地視察

▽
平
成
30
年
度
館
林
市
一
般　

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
＝

11
億
２
６
０
９
万
４
０
０
０
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
８
９
億
３

１
８
万
４
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

▽
平
成
30
年
度
館
林
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
＝
９
９
４
５
万
５

０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
85

億
８
３
３
万
円
と
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
平
成
30
年
度
館
林
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
＝
４
４
４
０
万
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
17
億
４
９
２
６
万

１
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
平
成
30
年
度
館
林
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
＝
１
億
４
５
２
万
３
０
０

０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
65
億
５

７
６
４
万
１
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

	

▽
平
成
30
年
度
館
林
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
＝
１
８
３
６
万
８

０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
８

億
８
０
２
２
万
５
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
予
算

　

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

の
総
額
は
２
８
４
億
１
５
０
０

万
円
、
前
年
度
比
１
・
０
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
（
国
民
健

康
保
険
な
ど
５
会
計
）
予
算
の

総
額
は
、
１
７
６
億
９
８
９
２

万
円
、
前
年
度
比
０
・
８
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
詳
細

に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

議
員
提
出
議
案

▽
館
林
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
＝

館
林
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

の
答
申
に
基
づ
き
、
議
長
、
副

議
長
及
び
議
員
の
議
員
報
酬
の

額
に
つ
い
て
改
定
す
る
と
と
も

に
、
所
要
の
改
正
を
す
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う

常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

総
務
文
教

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、「
館

林
市
奨
学
資
金
貸
与
に
関
す
る

条
例
」
の
１
議
案
で
、
採
決
の

結
果
は
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
福
祉

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、「
館

林
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
の
１

議
案
で
、
採
決
の
結
果
は
、
全

員
一
致
を
も
っ
て
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
か
ら
推
薦
す
る

各
種
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
群

馬
県
共
同
募
金
会
館
林
市
支
会

委
員
に
権
田
昌
弘
議
員
を
選
出

し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
館
林
市
障
が
い

者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
地

視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

と
す
る
も
の
で
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
議
会
政
務
活
動
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
＝
元
号
が
改
め

ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
た
め
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

経
済
建
設

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、「
館

林
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
」
の
１
議
案
で
、

採
決
の
結
果
は
、
全
員
一
致
を

も
っ
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
議
会
か
ら
推
薦
す
る

各
種
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
館

林
市
観
光
協
会
理
事
に
川
村
幸

人
議
員
と
櫻
井
正
廣
議
員
を
選

出
し
ま
し
た
。



（元. 5. 15 ）　　　館林市議会だより　（4）

■災害時の危機対応能力の高いまちづくりに資する事業
　各公民館を単位とした地区防災計画策定の取組を推進
するほか、災害時の情報伝達手段の多様化を図るため、
防災行政無線の設計に取り組みます。また、国土強靭化
地域計画を完成させ、シンポジウムを開催するとともに、
防災アドバイザーを活用し、住民等の理解と自助・共助
意識の高揚を図ります。そのほか、今年度完成予定のハ
ザードブックの多言語化や感震ブレーカーの設置補助を
行います。
■健康寿命を伸ばし、生涯現役のまちづくりに資する事業
　昨年度発足した健康寿命延伸プラットフォームの事業
を推進するため、４つの専門委員会での調査・研究を継
続して行うとともに、シンポジウムを開催し、その成果
等を市民へ情報発信するほか、さらに市民意識調査や健
康ウォーキング教室を実施し、健康づくりや健康寿命の
延伸に取り組みます。また、農業担い手育成支援金を継
続し、定年後の就農を引き続き支援します。
■個性にあった教育と、仕事が見つかるまちづくりに資する事業
　地域の教育力を学校運営に生かす「コミュニティ・ス
クール」（学校運営協議会制度）を２校に拡大し、地域
とともにある学校づくりを進めます。また、向井千秋記
念子ども科学館 ROCKET 事業や子どもの学習支援事業
を引き続き実施するほか、就労支援事業において、就労
機関等と連携し、障がい者雇用を積極的に取り組んでい
る先進的企業を視察するなど、障がい者・発達障がい者
の個性にあった職場環境づくりを推進します。
■館林の観光・食・農産物のブランド力の向上に資する事業
　たてばやし商業支援事業において、エリア価値を高め
るまちづくりを推進するため、引き続きリノベーション
スクールを開催するほか、新たに「百年小麦」「百年饂飩」
「たてばやしラーメン」などのたてばやしグルメのブラ
ンド化に努めます。また、平成 32年（令和 2年）4月

予 算 特 別 委 員 会

歳　　　入 歳　　　出
項　目 予算額（千円） 構成比（%） 項　目 予算額（千円） 構成比（%）
市 税 11,539,210 40.6 総 務 費 2,231,376 7.9
地方交付税 2,070,000 7.3 民 生 費 9,176,774 32.3
国庫支出金 3,151,864 11.1 衛 生 費 3,941,572 13.9
県支出金 2,740,676 9.6 商 工 費 1,517,593 5.4
繰 入 金 1,869,667 6.6 土 木 費 3,786,239 13.3
諸 収 入 1,727,863 6.1 教 育 費 3,729,897 13.1
市 債 2,361,900 8.3 公 債 費 2,256,039 7.9
そ の 他 2,953,820 10.4 そ の 他 1,775,510 6.2
計 28,415,000 100.0 計 28,415,000 100.0

平成31年度　一般会計予算

会　計　別 予算額（千円）
国民健康保険特別会計 8,315,739
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,696,358
農業集落排水事業特別会計 47,761
介 護 保 険 特 別 会 計 6,747,826
後期高齢者医療特別会計 891,236

平成31年度　特別会計予算

市長の提案説明による主要な施策

３月４日の本会議において、予算審査の重要性にかんがみ、議員全員による予算特別委員会を設置。平成31年度一般
会計予算をはじめ、５つの特別会計予算が付託され、11日、12日、14 日の３日間にわたり審査が行われました。
審査の結果は、一般会計及び国民健康保険特別会計は賛成多数で、下水道事業、農業集落排水事業、介護保険及び
後期高齢者医療特別会計は全員一致をもって、それぞれ原案のとおり可決すべきものと議決されました。

から 6月に開催される群馬デスティネーションキャン
ペーンに合わせ、観光総合パンフレットを作成するほか、
SNS を活用した事業に取り組み、本市の観光情報を発
信し交流人口の増加を図ります。さらに、日本遺産の登
録に向け沼辺文化推進事業を展開し、「里沼」を活かし
た体感型の事業を実施するほか、旧秋元別邸の廊下や段
差をバリアフリー化し沼辺文化の拠点化を図るなど、本
市の魅力向上やシビックプライドの醸成につなげる新し
いまちづくり事業に取り組みます。
■人口減少時代に対応した持続可能なまちづくりに資する事業
　移住定住促進通勤支援金を継続して実施するほか、新
たにわくわく地方生活実現支援金を交付し、東京圏から
本市への移住・定住を促進します。さらに、市有地の有
効活用を図り、定住人口の増加を推進するため、市有地
を購入した移住・定住者に、市有地活用移住定住支援
金を交付します。そのほか、農業分野においては、スマ
ート農業推進プロジェクト事業を実施し、情報通信技術
（ICT）を活用して農業の実証分析を行い、効率化、軽
労働化、品質安定などを可能とする魅力ある農業を推進
するほか、新技術導入事業費補助金や地域農業振興就学
支援金を継続するなど、持続可能な農業に引き続き取り
組みます。
　このほかとしまして、特定外来生物、クビアカツヤカ
ミキリによる桜への被害拡大を防止するため、「クビア
カツヤカミキリ撲滅館林プロジェクト」を実施し、市民
と協働して被害撲滅を目指し対策の強化を図ります。さ
らに、中央通り線や館林駅東口駅前広場、第十小学校、
第四中学校、三野谷公民館など公共施設や社会資本の整
備を行うほか、総合福祉センターに子どもの総合相談窓
口を開設し、地域で子どもを支える仕組みづくりを推進
するなど、医療や福祉、環境などの様々な課題に対処し、
市民生活をサポートしていきます。

一般会計予算は
総額２８４億１５００万円
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議席番号

議 員 名

　議案等名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

結果
松
本
隆
志

柴

田
　

信

平
井
玲
子

今
野
郷
士

川
村
幸
人

斉
藤
晋
一

森
田
武
雄

渋
谷
理
津
子

権
田
昌
弘

櫻
井
正
廣

斉
藤
貢
一

篠
木
正
明

吉
野
高
史

遠
藤
重
吉

野
村
晴
三

向

井
　

誠

井
野
口
勝
則

小

林
　

信

議　案
第１号 教育長の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 同意

議　案
第２号 公平委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 同意

議　案
第３号

館林市特別職の職員の給与に関する
条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ― ○ ○ ○ ● 原案

可決
議　案
第４号

館林市特別職の職員の退職手当に関
する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ― ○ ○ ○ ● 原案

可決
議　案
第５号 館林市奨学資金貸与に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第６号

館林市廃棄物の処理及び清掃に関する
条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第７号

館林市応急生活資金貸付条例の一部
を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第８号

館林市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ― ○ ○ ○ ● 原案

可決
議　案
第９号

館林市勤労青少年ホーム設置及び
管理に関する条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第10号

館林市市営住宅設置条例の一部を
改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第11号

平成30年度館林市一般会計補正予算
（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第12号

平成30年度館林市国民健康保険特別
会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第13号

平成30年度館林市下水道事業特別会
計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第14号

平成30年度館林市介護保険特別会計
補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第15号

平成30年度館林市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第16号 平成31年度館林市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ― ○ ○ ○ ● 原案

可決
議　案
第17号

平成31年度館林市国民健康保険特別
会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ― ○ ○ ○ ● 原案

可決
議　案
第18号

平成31年度館林市下水道事業特別会
計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第19号

平成31年度館林市農業集落排水事業
特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第20号

平成31年度館林市介護保険特別会計
予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第21号

平成31年度館林市後期高齢者医療特
別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議員提出
議　案
第１号

館林市議会議員の議員報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する
条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ― ○ ○ ○ ● 原案
可決

議員提出
議　案
第２号

館林市議会政務活動費の交付に関する
条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決

※遠藤重吉議長は採決に加わりませんので「－」となっています。� 【○：賛成　●：反対】

議員個人の賛否結果一覧表
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今
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
は
、
３
月
５
日
・
６
日
の

２
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
９
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
対

す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
市
の
所
信
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
広
範
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
要
旨
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。（
本
文
は
質
問
者
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。）

一
般
質
問

市政を問う !!

３ 

月 

５ 

日

権田昌弘議員（７ページ）
○スポーツ施設の整備について
○市長の政策ビジョンについて

松本隆志議員（７ページ）
○児童虐待の対応について
○新規就農推進の取り組みについて

柴田　信議員（８ページ）
○現在の本市における防災・減災に係る様々な取り組みについて
○本市の地域包括ケアシステムに関連した

認知症に対する取り組みについて

斉藤貢一議員（８ページ）
○市民協働とまちづくり体制について

平井玲子議員（９ページ）
○使用済み紙おむつのリサイクルについて
○災害備蓄品としての液体ミルクの導入について
○災害時の段ボール簡易ベッドの活用について

３ 

月 

６ 

日

櫻井正廣議員（９ページ）
○館林総合卸売市場の今後の展開について
○富士嶽神社「初山大祭」等の文化財指定について
○健康寿命の延伸に繋がることが期待されているグラウンドゴルフの活動について

斉藤晋一議員（10ページ）
○本市における公園の現状等について

※一般質問通告書の質問事項を掲載

小林　信議員（10ページ）
○歴史の小径の現状と課題、今後の取り組み

について

篠木正明議員（11ページ）
○サイクリングターミナルの今後について

市議会だよりは紙面の都合で本会議の要旨を
掲載しています。
詳しくお知りになりたい場合は
会議録をご覧ください。

館林市議会ホームページから
会議録をご覧いただけます。

http://www.city.tatebayashi.gunma.jp/shigikai/

館林市議会

※３月定例会の会議録は６月上旬頃掲載予定です。
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ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と

　
　

市
長
の
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

児
童
虐
待
の
現
状
と
対
応
、

新
規
就
農
推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

城
沼
陸
上
競
技
場
に
つ
い
て

質
問

ト
ラ
ッ
ク
を
オ
ー
ル
ウ

ェ
ザ
ー
に
改
修
す
る
考
え
は
。

答

改
修
工
事
に
は
大
掛
か

り
な
地
盤
改
良
と
多
額
の
経
費

を
要
す
る
状
況
で
、
業
者
か
ら

は
、
今
後
も
地
盤
が
沈
下
す
る

可
能
性
が
あ
り
、
設
置
は
大
変

厳
し
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

城
沼
市
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て

質
問

タ
ッ
チ
板
を
設
置
す
る

た
め
の
改
修
を
行
い
、
公
式
記

録
を
出
せ
る
施
設
に
す
る
べ
き

だ
が
、
改
修
を
行
う
考
え
は
。

答

ま
ず
は
必
要
な
修
繕
等

質
問

保
護
を
要
す
る
児
童
へ

の
対
応
状
況
、
発
生
予
防
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

本
市
に
は
児
童
養
護
施

設
や
一
時
保
護
施
設
は
な
く
、

市
外
の
施
設
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
里
親
制
度
に
は
課
題
も
あ

る
た
め
、
本
市
の
登
録
は
４
世

帯
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
様
々

な
啓
発
活
動
を
通
じ
、
里
親
制

度
の
理
解
促
進
に
継
続
し
て
努

め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、親
子
の

孤
立
を
予
防
し
、
不
安
感
や
負

担
感
を
軽
減
す
る
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、
妊
娠
・
出
産
包

を
行
い
、
そ
の
後
の
計
画
と
し

て
タ
ッ
チ
板
を
含
め
た
自
動
審

判
計
時
装
置
の
設
置
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
長
の
政
策
ビ
ジ
ョ
ン

質
問

中
央
通
り
線
は
、
拡
幅

工
事
を
受
け
、
今
後
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

市
長

拡
幅
と
い
う
道
路
空
間

だ
け
の
整
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、

歩
行
者
空
間
の
利
活
用
と
い
う

視
点
で
捉
え
、
地
域
活
性
化
が

実
現
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
、

歴
史
の
小
径
な
ど
と
と
も
に
、

人
が
主
役
の
歩
い
て
楽
し
い
空

括
支
援
事
業
を
実
施
し
、
切
れ

目
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
規
就
農
推
進
の
取
り
組
み

質
問

農
業
従
事
者
の
現
状
や

農
地
集
積
・
集
約
化
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

農
業
従
事
者
数
は
、
こ

の
10
年
で
42
％
減
少
し
、
高
齢

化
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農
地
の
状
況
は
、
農
業
基
盤
強

化
促
進
事
業
に
よ
り
担
い
手
へ

の
集
積
・
集
約
を
図
っ
て
お
り
、

農
地
面
積
の
約
32
％
に
利
用
権

設
定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に

土
地
改
良
事
業
等
で
面
的
な
整

間
が
形
成
さ
れ
、
回
遊
性
を
高

め
る
よ
う
、
調
整
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問

市
長
は
多
く
の
種
を
ま

い
た
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
種
の
チ
ョ
イ
ス
は
ど
う
や
っ

て
し
た
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

市
長

政
策
目
標
に
基
づ
い
て

新
規
事
業
を
職
員
と
と
も
に
立

案
し
ま
し
た
。
内
外
の
情
報
を

収
集
し
な
が
ら
地
元
の
皆
様
の

声
に
耳
を
傾
け
、
市
民
の
皆
様

に
政
策
の
選
択
を
仰
ぎ
、
公
約

実
現
に
向
け
て
努
力
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
生
産

コ
ス
ト
の
削
減
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

農
業
分
野
で
の
新
た
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
、

実
証
分
析
を
行
い
、
農
作
業
の

効
率
化
、
軽
労
働
化
、
品
質
安

定
を
可
能
に
す
る
取
り
組
み
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
安
全
・
安

心
な
新
鮮
野
菜
の
供
給
を
通
じ

た
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
、

農
商
工
連
携
の
６
次
産
業
化
を

推
進
し
、
魅
力
あ
る
持
続
可
能

な
農
業
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

城
沼
総
合
体
育
館
に
つ
い
て

質
問

城
沼
総
合
体
育
館
が
２

０
２
０
年
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
レ

ス
リ
ン
グ
会
場
と
な
り
ま
す
が
、

い
つ
開
催
さ
れ
る
の
で
す
か
。

答

８
月
21
日
か
ら
24
日
ま

で
の
日
程
で
競
技
が
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問

２
０
２
０
年
ま
で
に
空

調
設
備
を
整
備
す
る
考
え
は
。

児
童
虐
待
の
現
状
と
対
応

質
問

社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
児
童
虐
待
の
本
市
に
お
け
る

現
状
と
対
策
、
関
係
機
関
と
の

連
携
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

本
市
の
児
童
虐
待
の
相

談
は
、
家
庭
児
童
相
談
室
で
受

け
て
お
り
、
相
談
件
数
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
群
馬

県
は
、
国
が
定
め
た
基
準
の
48

答

仮
設
の
空
調
設
備
に
よ

る
冷
房
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

城
沼
野
球
場
に
つ
い
て

質
問

今
や
ラ
バ
ー
が
安
全
上

当
た
り
前
の
中
、
城
沼
野
球
場

に
ラ
バ
ー
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答

来
年
度
は
本
部
棟
か
ら

両
翼
ポ
ー
ル
ま
で
の
区
間
に
ラ

バ
ー
を
設
置
す
る
た
め
の
予
算

を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

時
間
よ
り
厳
し
い
、
24
時
間
以

内
に
安
全
確
認
を
行
う
こ
と
を

義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
20
年
度
よ
り
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
本
市
は
県
境
に
位
置

し
、
県
外
他
市
と
の
転
入
・
転

出
が
多
い
た
め
、
該
当
市
町
村

と
連
絡
を
密
に
と
っ
て
い
ま
す
。

権
田
　
昌
弘 

議
員

松
本
　
隆
志 

議
員
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本
市
の
防
災
・
減
災
に
係
る

　
　
　
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

総
合
戦
略
と
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
つ
い
て

が
ら
、
今
後
も
協
定
締
結
を
推

進
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

質
問

本
市
に
お
け
る
消
防
団

活
動
の
現
状
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

答

館
林
地
区
消
防
組
合
館

林
消
防
団
と
し
て
組
織
さ
れ
、

消
防
団
事
務
に
つ
い
て
は
館
林

消
防
署
が
行
っ
て
い
ま
す
。
現

状
に
つ
い
て
は
、
組
織
編
制
が

10
分
団
、
18
班
体
制
で
、
消
防

団
員
は
２
４
８
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。
活
動
に
つ
い
て
は
、
災

害
活
動
の
ほ
か
水
防
工
法
講
習
、

ポ
ン
プ
操
法
大
会
、
秋
季
点
検
、

そ
の
検
証
結
果
を
次
年
度
の
予

算
編
成
作
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る

前
に
関
係
課
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
な
ど
、
事
業
の
見
直
し

や
改
善
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

意
見

平
成
28
年
よ
り
年
１
回
、

こ
れ
ま
で
３
回
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
１
時
間
半
か
ら
２
時

間
の
会
議
で
あ
り
、
出
席
委
員

も
３
回
出
席
し
た
委
員
が
１
名
、

２
回
が
２
名
、
ほ
か
は
欠
席
や

代
理
出
席
な
ど
、
検
証
委
員
会

と
言
え
る
の
か
疑
問
で
す
。
地

方
創
生
は
失
敗
と
言
わ
れ
る
中
、

重
要
な
検
証
委
員
会
が
十
分
機

出
初
式
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

質
問

防
災
士
の
資
格
を
多
く

の
市
民
に
取
得
し
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
の
予

定
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答

群
馬
県
主
催
の
ぐ
ん
ま

地
域
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
防
災

士
講
座
は
、
来
年
度
も
実
施
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

よ
り
多
く
の
市
民
が
受
講
し
や

す
く
な
る
よ
う
、
東
毛
地
区
へ

の
会
場
設
定
を
県
に
要
望
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア

能
し
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

次
期
総
合
戦
略
の
検
証
で
は
改

善
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

質
問

板
倉
町
と
の
合
併
は
、

お
お
む
ね
３
年
程
度
休
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
構
想
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。

市
長

館
林
都
市
圏
広
域
立
地

適
正
化
計
画
の
推
進
と
、
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
両
立
を
目
指

し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問

広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り

シ
ス
テ
ム
に
関
連
し
た
認
知
症

に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

答

本
市
で
は
、
認
知
症
の

専
門
医
、
精
神
保
健
福
祉
士
及

び
保
健
師
等
で
構
成
さ
れ
た
３

チ
ー
ム
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
方
ま
た
は
疑
い
の
あ

る
方
と
そ
の
家
族
等
に
医
療
及

び
保
健
福
祉
の
両
面
か
ら
専
門

的
か
つ
集
中
的
に
か
か
わ
り
、

必
要
に
応
じ
た
支
援
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

を
進
め
る
た
め
、
市
民
や
町
民

の
民
意
を
生
か
す
こ
と
が
行
政

の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
が
、
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

市
長

地
域
政
策
が
政
治
や
行

政
の
決
定
手
続
だ
け
を
も
っ
て

行
わ
れ
る
の
で
な
く
、
広
く
市

民
や
他
の
団
体
と
の
合
意
形
成

を
図
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
も

っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
と

考
え
て
い
ま
す
。

意
見

市
民
協
働
の
醸
成
、
成

熟
を
待
つ
の
で
な
く
、
行
政
の

役
割
と
し
て
、
道
筋
を
示
す
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
。

質
問

本
市
と
災
害
協
定
を
締

結
し
て
い
る
自
治
体
及
び
民
間

団
体
の
数
や
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答

本
市
で
は
、
自
治
体
及

び
民
間
事
業
者
等
と
61
の
災
害

協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
そ

の
内
容
は
、
自
治
体
間
で
は
職

員
の
派
遣
や
救
助
、
救
急
活
動

に
必
要
な
車
両
の
提
供
な
ど
に

質
問

総
合
戦
略
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答

重
要
業
績
評
価
指
標
に

よ
る
過
去
３
年
間
の
進
捗
割
合

で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
順
に
、

47
・
２
％
、
62
・
１
％
、
55
・

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問

こ
の
指
標
に
つ
い
て
は
、

以
前
も
指
摘
し
ま
し
た
が
、
目

的
に
対
し
て
、
判
断
が
難
し
い

つ
い
て
の
相
互
応
援
に
関
す
る

も
の
、
民
間
事
業
者
等
と
は
水
、

食
料
、
生
活
必
需
品
な
ど
の
物

資
供
給
や
支
援
物
資
の
輸
送
、

保
管
な
ど
の
役
務
提
供
に
関
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問

今
後
も
協
定
を
締
結
し

て
い
く
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

答

全
国
の
先
進
事
例
や
被

災
地
の
状
況
を
情
報
収
集
し
な

も
の
が
多
い
と
考
え
ま
す
。
具

体
的
な
数
値
を
示
し
た
成
果
指

標
を
み
る
と
、
５
つ
の
目
標
の

う
ち
達
成
で
き
て
い
る
の
は
１

項
目
で
、
そ
の
割
合
は
20
％
と

な
り
ま
す
。
戦
略
の
効
果
検
証

等
を
行
う
組
織
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

８
名
の
有
識
者
に
よ
る

検
証
委
員
会
を
毎
年
開
催
し
、

柴
田
　
信 

議
員

斉
藤
　
貢
一 

議
員
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紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
液
体
ミ
ル
ク

�

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
活
用
に
つ
い
て

館
林
総
合
卸
売
市
場
・
初
山
大
祭
・

�

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て
問
う

的
に
集
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
る
な
ど
、
積
極
的
に
対
策

を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
く
要
望

と
い
た
し
ま
す
。

液
体
ミ
ル
ク
の
導
入

質
問

本
市
で
は
乳
幼
児
対
象

の
災
害
備
蓄
品
は
あ
り
ま
す
か
。

答

幼
児
対
象
の
備
蓄
は
あ

る
も
の
の
、
乳
児
対
象
の
備
蓄

は
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

質
問

液
体
ミ
ル
ク
を
導
入
す

る
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答

導
入
に
向
け
て
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
望

液
体
ミ
ル
ク
は
災
害
用

質
問

災
害
時
の
支
援
物
資
の

分
配
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
考

え
が
あ
る
か
、
伺
い
ま
す
。

答

災
害
時
に
は
複
数
の
経

路
が
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
い

う
考
え
も
あ
り
ま
す
。
ス
ペ
ー

ス
や
老
朽
化
の
課
題
も
含
め
、

防
災
部
局
と
情
報
交
換
し
な
が

ら
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

富
士
嶽
神
社
初
山
大
祭

質
問

「
初
山
大
祭
」
の
文
化

財
指
定
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答

文
化
財
保
護
審
議
会
に

諮
り
、
指
定
に
向
け
て
の
協
議

だ
け
で
な
く
、
子
育
て
中
の
負

担
軽
減
と
い
う
目
的
も
あ
り
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

段
ボ
ー
ル
簡
易
ベ
ッ
ド
の
活
用

質
問

災
害
発
生
時
に
、
被
災

者
が
避
難
所
で
休
む
際
は
ど
の

よ
う
な
方
法
を
お
考
え
で
す
か
。

答

発
災
直
後
に
お
き
ま
し

て
、
備
蓄
し
て
い
る
毛
布
及
び

間
仕
切
り
を
活
用
し
、
避
難
所

に
お
け
る
初
動
対
応
を
行
う
こ

と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

段
ボ
ー
ル
簡
易
ベ
ッ
ド

を
今
後
活
用
す
る
お
考
え
が
あ

を
進
め
て
い
ま
す
。

質
問

ど
の
よ
う
な
形
で
の
指

定
を
考
え
て
い
る
の
で
す
か
。

答

審
議
会
よ
り
、
指
定
名

称
に
は
富
士
原
の
地
名
、
塚
、

初
山
の
文
字
を
入
れ
る
こ
と
を

提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
地

元
の
皆
様
と
協
議
し
な
が
ら
、

指
定
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

要
望

日
本
遺
産
の
申
請
を
行

っ
た
縁
起
の
良
い
年
に
、
文
化

財
指
定
に
つ
な
が
る
こ
と
を
要

望
し
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

る
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

答

群
馬
県
の
協
定
に
基
づ

き
、
供
給
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

県
を
通
じ
て
の
要
請
の
た
め
、 

供
給
ま
で
時
間
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
現
在
協
定
に
向
け
た
検

討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

要
望

協
定
で
あ
れ
ば
、
備
蓄

し
て
お
く
必
要
は
な
く
、
災
害

時
搬
入
と
い
う
こ
と
で
お
金
も

か
か
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
本
市
と

し
て
も
段
ボ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
と

協
定
を
結
び
、
災
害
に
備
え
て

い
た
だ
け
る
よ
う
強
く
お
願
い

し
、
要
望
と
い
た
し
ま
す
。

質
問

健
康
寿
命
の
延
伸
に
繋

が
る
と
期
待
さ
れ
、
各
行
政
区

で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て
、「
館

林
城
ゆ
め
ひ
ろ
ば
」
の
一
部
を

開
放
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答

市
の
イ
ベ
ン
ト
が
予
定

さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
利
用

可
能
で
す
が
、
恒
常
的
に
最
適

な
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
は
管

理
上
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

用
具
を
格
納
す
る
倉
庫
の
設
置

と
併
せ
て
、
ゆ
め
ひ
ろ
ば
の
今

後
の
利
用
状
況
に
応
じ
て
検
討

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル

質
問

可
燃
ご
み
に
占
め
る
使

用
済
み
紙
お
む
つ
の
割
合
と
、

今
後
取
り
組
む
べ
き
対
策
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答

平
成
27
年
に
環
境
省
が

示
し
た
推
計
値
の
５
％
を
用
い

て
推
計
し
ま
す
と
、
本
市
の
使

用
済
み
紙
お
む
つ
の
量
は
約
１

０
７
０
ト
ン
と
な
り
ま
す
。

館
林
総
合
卸
売
市
場

質
問

本
市
と
の
市
有
財
産
の

無
償
貸
付
契
約
が
本
年
６
月
末

で
満
了
と
な
り
ま
す
が
、
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

現
契
約
を
延
長
し
、
引

き
続
き
経
営
動
向
に
つ
い
て
、

確
認
、
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

近
隣
の
市
場
で
は
、
補

助
金
等
の
支
援
を
受
け
て
運
営

　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
先
進

自
治
体
の
事
例
等
を
参
考
に
す

る
と
と
も
に
、
館
林
衛
生
施
設

組
合
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

資
源
化
等
の
対
策
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
望

使
用
済
み
紙
お
む
つ
を

資
源
化
す
れ
ば
、
可
燃
ご
み
の

量
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
介
護
施
設
な
ど
効
率

し
て
い
ま
す
が
、
本
市
の
考
え

方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

近
隣
の
市
場
と
は
取
引

高
を
比
較
し
て
も
約
10
倍
の
開

き
が
あ
り
、
施
設
の
規
模
や
広

域
性
の
条
件
も
異
な
り
ま
す
。

補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、
経
営

状
況
等
を
詳
細
に
確
認
し
、
費

用
対
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
慎

重
に
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

平
井
　
玲
子 

議
員

櫻
井
　
正
廣 

議
員
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魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

　
　

欠
か
せ
な
い
「
公
園
」
に
つ
い
て

　

歴
史
の
小
径
の
現
状
と
課
題
、

　
　
　
　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

す
よ
う
要
望
し
ま
す
。

健
康
遊
具
設
置
に
つ
い
て

質
問

公
園
は
、
健
康
増
進
に

取
り
組
む
高
齢
者
の
方
も
多
く

利
用
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
健
康
遊
具
の
設
置
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

健
康
遊
具
を
２
か
所
の

公
園
に
８
基
設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
か
所
の
公
園
と
城
沼

つ
つ
じ
緑
道
に
は
、
背
伸
ば
し

ベ
ン
チ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

要
望

健
康
寿
命
の
延
伸
の
た

め
に
も
、
高
齢
者
が
集
う
場
所

に
健
康
遊
具
を
設
置
す
る
よ
う

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
か
。

誘
客
に
つ
な
げ
る
試
み
を

答

観
光
分
野
に
お
い
て
は
、

旧
秋
元
別
邸
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

な
ど
、
駅
前
か
ら
つ
つ
じ
が
岡

公
園
ま
で
の
動
線
を
よ
り
魅
力

的
に
演
出
し
、
誘
客
に
つ
な
げ

る
た
め
の
試
み
を
行
い
な
が
ら
、

今
後
も
更
な
る
工
夫
を
重
ね
、

四
季
を
通
じ
て
市
民
や
観
光
客

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ま
ち

に
し
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

質
問

館
林
市
の
中
心
市
街
地

を
全
体
と
し
て
活
性
化
さ
せ
て

要
望
し
ま
す
。

か
ま
ど
ベ
ン
チ
設
置
に
つ
い
て

質
問

公
園
は
、
災
害
時
に
は

避
難
者
の
生
活
拠
点
と
な
り
ま

す
が
、
か
ま
ど
の
機
能
を
兼
ね

備
え
た
ベ
ン
チ
の
設
置
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答

市
内
に
は
18
か
所
の
公

園
が
緊
急
避
難
場
所
に
指
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
防
災
か

ま
ど
ベ
ン
チ
等
に
代
表
さ
れ
る

災
害
対
策
施
設
に
つ
い
て
、
今

後
研
究
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

地
域
密
着
型
公
園
に
つ
い
て

質
問

近
隣
住
民
の
意
見
や
利

い
く
た
め
に
は
、
ま
ち
な
か
に

あ
る
歴
史
の
小
径
を
中
心
と
し

た
エ
リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り

戻
す
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
然
関
係

各
課
よ
り
招
集
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
責

任
を
持
っ
て
専
門
的
に
中
心
市

街
地
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く

べ
き
で
す
が
、
活
性
化
の
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

点
を
つ
な
ぎ
面
に
し
て
い
く

答

城
下
町
ら
し
い
歴
史
的

街
並
み
を
大
切
に
し
て
い
く
方

用
者
の
要
望
を
取
り
入
れ
、
地

元
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
で

き
る
地
域
密
着
型
公
園
の
考
え

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

公
園
の
あ
り
方
を
見
直

す
際
に
は
、
地
元
の
方
々
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
よ

り
よ
い
公
園
づ
く
り
を
進
め
た

い
と
考
え
ま
す
。

要
望

公
園
は
夢
の
広
が
る
空

間
施
設
で
あ
り
、
住
民
の
要
望

に
添
っ
た
公
園
が
必
要
で
す
。

公
園
を
、
緑
と
人
が
輝
き
潤
い

の
あ
る
身
近
な
施
設
に
育
て
る

よ
う
要
望
し
ま
す
。

策
と
し
て
、
国
交
省
の
都
市
再

生
整
備
計
画
な
ど
が
あ
り
、
今

後
こ
れ
ら
の
各
施
策
や
、
補
助

事
業
の
情
報
収
集
を
始
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
庁
内
で
は
部
局

横
断
的
な
核
と
な
る
メ
ン
バ
ー

の
編
成
や
、
市
役
所
外
の
方
々

も
加
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
つ
く
る
の
が
よ
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
点
を
つ
な
げ
面
に

し
て
い
く
観
点
で
整
備
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
一
朝
一

夕
に
か
な
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
参

画
を
強
く
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

公
園
の
保
守
点
検
に
つ
い
て 

質
問

公
園
遊
具
の
種
類
や
設

置
数
は
、
事
故
等
の
懸
念
な
ど

で
減
少
傾
向
に
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
公
園
遊
具
の
保
守
点
検

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

保
守
点
検
は
全
て
の
遊

具
を
年
に
１
回
、
公
園
施
設
製

品
安
全
管
理
士
や
公
園
施
設
製

品
整
備
技
士
な
ど
が
在
籍
す
る

観
光
客
を
歩
か
せ
る
自
信
は
？

質
問

歴
史
の
小
径
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
、「
館
林
駅
前
か
ら

館
林
城
土
橋
門
を
結
ぶ
約
１
・

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
、
江
戸

時
代
の
風
情
を
感
じ
る
こ
と
が

出
来
ま
す
」
と
記
さ
れ
、
ま
ち

な
か
散
策
ガ
イ
ド
に
は
、「
館

林
を
訪
れ
る
人
々
に
隠
れ
た
魅

力
に
触
れ
て
い
た
だ
こ
う
と
、

業
者
へ
委
託
し
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
公
園
管
理
受
託
業

者
が
、
日
常
的
に
目
視
や
触
診

に
よ
り
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

要
望

公
園
遊
具
は
、
子
ど
も

の
運
動
能
力
や
危
機
察
知
能
力

な
ど
を
養
う
た
め
に
大
変
重
要

で
あ
り
、
公
園
の
魅
力
そ
の
も

の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
要
望

に
沿
っ
て
安
心
な
遊
具
を
増
や

駅
か
ら
つ
つ
じ
が
岡
公
園
ま
で
、

城
下
町
・
町
屋
の
面
影
を
訪
ね

る
モ
デ
ル
ル
ー
ト
を
設
定
」
と

あ
り
ま
す
が
、
観
光
客
を
こ
の

小
径
に
誘
導
し
て
、
つ
つ
じ
が

岡
公
園
ま
で
向
か
わ
せ
る
自
信

は
あ
り
ま
す
か
。現
状
は
、歴
史

と
は
名
ば
か
り
で
何
も
な
い
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開

斉
藤
　
晋
一 

議
員

小
林
　
信 

議
員
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サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
今
後
に
つ
い
て

増
進
施
設
が
良
い
と
い
う
人
も

個
別
意
見
で
は
観
光
施
設
的
な

活
用
を
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
報
告
書
に

は
「
観
光
利
用
の
必
要
性
は
高

い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
観

光
的
な
活
用
が
意
見
交
換
会
の

意
見
な
の
で
は
な
い
で
す
か
。

答

市
民
が
求
め
て
い
る
の

は
、
観
光
を
重
視
し
た
施
設
と

い
う
認
識
は
あ
り
ま
す
。

質
問

福
祉
施
設
で
は
な
く
、 

観
光
施
設
と
し
て
の
活
用
を
模

索
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

答

旧
秋
元
別
邸
か
ら
花
山

公
園
ま
で
を
賑
わ
い
創
出
エ
リ

ア
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
含
む
区
域
を
水
辺
空
間
の

形
成
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ
け
、

賑
わ
い
創
出
エ
リ
ア
を
重
点
に

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ

ナ
ル
周
辺
も
観
光
的
な
活
用
が

で
き
れ
ば
、
賑
わ
い
創
出
エ
リ

ア
の
賑
わ
い
を
作
る
効
果
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
土
地
と
建
物
は
売
却
す
る
方

針
で
す
が
、
城
沼
南
岸
の
観
光

に
と
っ
て
一
等
地
を
売
却
し
て

よ
い
の
で
す
か
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
市

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
今

後
の
交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た

活
用
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
ア
ニ

メ
や
歴
史
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
が
持
つ
可
能
性
や
意
義
、

期
待
さ
れ
る
成
果
な
ど
に
つ
い

て
考
え
る
た
め
、
歴
史
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
作
家
の
瀧た
き
つ津

孝こ
う

氏
を
講
師
に
招
い
て
、「
歴

史
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と

地
域
お
こ
し　

～
聖
地
巡
礼
を

仕
掛
け
ろ
！
～
」
と
題
し
た
研

修
会
を
、
２
月
22
日
、
文
化
会

館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
、

答

賑
わ
い
を
創
出
す
る
た

め
に
も
、
魅
力
あ
る
つ
つ
じ
が

岡
公
園
に
す
る
こ
と
に
重
点
を

置
き
、
投
資
を
分
散
化
す
る
の

で
は
な
く
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
土
地
と
建
物
は
売

却
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

意
見

民
間
に
売
却
し
た
場
合
、

将
来
的
に
は
転
売
さ
れ
、
住
宅

地
等
に
な
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
良
く
、
心
安

ま
る
場
所
を
将
来
の
市
民
に
受

け
継
い
で
い
く
の
が
、
今
を
生

き
る
我
々
の
役
目
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

本
市
職
員
を
は
じ
め
、
邑
楽
郡

内
の
町
議
会
議
員
の
皆
様
や
本

市
区
長
協
議
会
及
び
商
工
会
議

所
の
方
々
な
ど
に
も
多
数
ご
参

加
い
た
だ
き
、「
聖
地
巡
礼
」

に
よ
り
地
域
を
大
き
く
活
性
化

さ
せ
て
い
る
実
例
や
、
ア
ニ
メ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
成
功
に
は
フ
ァ

ン
の
声
に
耳
を
傾
け
る
と
同
時

に
、
地
域
住
民
の
理
解
が
必
要

で
あ
る
こ
と
、
本
市
が
今
後
掘

り
起
こ
す
べ
き
歴
史
上
の
人
物

の
提
案
等
に
つ
い
て
、
自
身
が

実
際
に
体
験
し
た
事
例
を
交
え

て
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
問

な
ぜ
、
利
活
用
の
方
向

性
が
福
祉
施
設
に
な
っ
た
の
で

す
か
。

答

市
民
や
有
識
者
に
よ
る

利
活
用
意
見
交
換
会
で
、
健
康

増
進
施
設
ま
た
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
施
設
の
要
望
が
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
民
間
事
業

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
４
事

業
者
か
ら
障
が
い
者
福
祉
施
設

　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
、
多
く
の
自
治
体
が
交
流

人
口
の
拡
大
に
よ
る
、
地
域
活

性
化
の
方
策
を
模
索
し
て
お
り

ま
す
。
近
年
で
は
、
ア
ニ
メ
や

映
画
等
の
名
所
・
名
場
面
の
舞

台
を
訪
れ
る
「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ

ー
リ
ズ
ム
」
に
よ
る
地
域
活
性

と
し
て
の
利
活
用
を
希
望
す
る

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
就
労
系

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
あ

れ
ば
、
利
活
用
意
見
交
換
会
の

要
望
に
対
応
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
福
祉
施
設
と

し
て
の
利
活
用
と
な
り
ま
し
た
。

質
問

利
活
用
意
見
交
換
会
で
、

健
康
増
進
施
設
等
の
要
望
が
多

か
っ
た
と
言
い
ま
す
が
、
健
康

化
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
、
ア
ニ
メ

「
宇そ

ら宙
よ
り
も
遠
い
場
所
」
に

お
け
る
舞
台
に
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
館
林
城
主
で
あ
っ
た
徳
川

綱
吉
公
等
の
歴
史
上
の
人
物
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

篠
木
　
正
明 

議
員

議員研修会の様子と講師の瀧津孝氏

議
員
研
修
会
を
開
催

〜
聖
地
巡
礼
を
仕
掛
け
ろ
！
〜

歴
史
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と

　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
お
こ
し

２
月
22
日（
金
）・
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
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館林市議会では、「開かれた議会」を目指し、録画映像の配信が始まりました。本会議の様子は

パソコン、スマートフォンやタブレット端末によりご覧になれます。配信は、議会閉会後

（おおむね７日後）からとなります。市政や議会を知るためにも、ぜひご覧ください。

トップページ下の方にある
「録画映像配信」を
クリックします

館林市議会

❷ここをクリック！

館林市ホームページ内

「館林市議会」トップページを開きます

❶トップページを開く

項目を選んで
ご覧ください。

❸議会中継の画面が開く

【６月定例会の予定】

☆本会議は午前 10 時開会予定です。会議の日程、時間等は変更になることもあります。
☆一般質問の通告順位表は、６月５日（水）から議会のホームページでご覧いただける予定です。
　（http://www.city.tatebayashi.gunma.jp ⇒館林市議会をクリックしてお入りください。）

議 会 を し て み ま せ ん か傍 聴

６月  7 日（金）　本会議＝会期の決定、議案提案説明など
 10 日（月）　本会議＝議案に対する質疑、委員会付託など
 13 日（木）・14 日（金）　本会議＝一般質問
 17 日（月）・18 日（火）　委員会＝常任委員会
 24 日（月）　本会議＝表決

　本会議・常任委員会・特別委員会はどなたでも傍聴することができます。議会では皆様の生活に
直結した重要な問題が審議されます。市政を身近に知るためにも、ぜひ議会を傍聴してください。
　傍聴手続きは、議会棟の３階又は４階に備え付けの用紙に住所・氏名を記入するだけです。　
なお、傍聴席には限りがありますので、団体の場合はあらかじめ議会事務局までご連絡ください。

平成29年12月定例会より議会の録画映像を配信しています


